














































ようだが、当時の史料によって確認することはできない。ただし、一九四二年時点の緒方の回想でも「今から三十年程前」 すなわち一九一二年頃に出会ったと述べていることから、柴田が早大生であった時分に出会ったことは間違 ないようである。なお、両者の邂逅 福岡県出身者のネットワークが作用したことは推測できる。緒方は、早稲田大学専門部在学時から同郷の頭山満の厚い信頼を受けており、柴田も在学時より頭山の知遇を得ていた。同じく柴田が在学時に知遇を得 一七一一月四日、国士舘の開校式において訓話を行うことになる中野と緒方とは竹馬 友であった。緒方と柴田と出会いは、同郷の頭山や中野を介したものであったと思われる。
国士舘に対する緒方の関与が史料的に確認できる最初





会議を顧みて」 （一） ・ （五） （一九二二年四月一一日・同月一九日）において、各国の「国民的自主」に基づく「国際協調」を「協調的国民主義」と捉え、 「争覇的国民主義」から「協調的国民主義」へという世界の世論の「新思潮」が国際協調を謳ったワシントン会議成立の背景にあることを述べており、国士舘の講習会における「協調的国民主義」はこれと同趣旨の内容であった 考えられる。なお、第一回講習会の際に実施された朝日新聞社の見学は、緒方の協力によるも だろう。この時、国士舘の創立に貢献した徳富蘇峰が主宰する国民新聞社の見学も行われている。緒方は、東京朝 新聞社編集局長となった後、国士舘の教員による剣道・柔道 理論・実科と各界の名 などによる講演を組み合わせ、一九三一年七月に国士舘専門学校に いて開催するとした「第二回文武夏季大講習会」の講師 もなっており、国士舘が実施する教育の一端を担っていた。また、緒方は一九二五年四月に創設した 中学校の校舎の新築に対する寄付を行っており、資金面でも国士舘に便宜を図っていた。
この後も、緒方の国士舘への関与は様々な機会におい
てみられた。例えば、一九二七年三月二二日に開催さた、国士舘創立前からの支援者であった野田卯太郎の追
悼会の発起人の一人になっている。また、一九三三年から一九四一年にかけて、国士舘では学生、教職員や財団法人理事が、柴田の理事辞職を求める行動を起こした。この最中、一九三七年一月に蘇峰が起草した「国士舘憲則」は、柴田を「主盟」として国士舘の同志的結束を図るとしたものであり、署名には頭山などとともに緒方も名を連ねている。さらに 一九四二年 一月四日、世田谷で開催された国士舘二五周年記念式典には衆議院議員であった中野 ともに出席し、祝辞を述べている。そこでは柴田を「率先垂範 の教育者であると称揚してる。
なお、中野は、一九四三年一〇月、東条英機内閣打倒




















腰砕けに終つた時、ボルドウィン首相は「これは英国民の常識の勝利だ」 叫んだ。正にそれ 政府権力の勝利でなく、国民常識の勝利 つたのである。例をイギリスに求めるまでもない。古来国 危くするものは平衡の喪はれた心 り 国の根幹が 識によつて固められるならば 動乱の中に立つても国は危くない。国士舘の養成せんとする のは、この常識であり、如何なる誘惑 前にも平常心を喪 な
い人格である。
今日の教育について種々の批判を聞くなかに、最
も大なる欠陥は、その教育の方針が国の常識と懸け離れて居ることである。学問の自由を叫ぶうちに教育の目的を忘れた ころにある。役に立つ人を作る代りに役に立た い人を作りつゝあることである。国士舘は深く日本の将来を考へ 国 常識に基いて役に立つ人間を作りたい、それが念願である。［後略］
緒方の起草とされているのは、新聞記者として、また
東久邇宮内閣では首相の演説や放送などの原稿を、吉田内閣では首相の演説草稿の作成を行うなど健筆をふるった実績によるためだろう。また、イギリス政府・経営者が石炭産業の合理化を要求したことに対して、労働組合会議（労働組合 ナショナルセンター）が一九二六年五月四日から一二日 かけて実施したゼネラル・ストライキを例示して述べている「国民常識」については、同様の表現が緒方の他の文章にみられる。一九五五年一一月の自民党結党直後、日本における二大政党制の今後 あり方を論じた「私の政治理念」において、緒方は「国民の常識」に規定された国策の「共通な広場」があるイギ
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方や柴田と同じ福岡県出身で文部官僚であった剱木亨弘の回想によれば、柴田は日曜・祭日を除く早朝、緒方家に日参し、緒方からの紹介状を持って有力者を訪ね 学園再建への協力を懇請したという。また、緒方は剱木を自邸に招き、柴田と引き合わせて る この後、柴田は緒方家訪問の帰りに剱木家を訪問するようになり、短期大学設立に関して相談をするなど される（剱木亨弘『戦後文教風雲録―続牛の歩み』小学館、一九七七年、一七七～一七九頁） 。国士舘短期大 は一九五三年四月に創設され、同月二六日に開催された入学式および開学式には、蘇峰や緒方など維持員が臨席し 。
緒方ら維持員など二一名が出席して、一九五五年五月











国会の合間を縫って母校である修猷館高校の 立七〇周年記念式に出席し、若者 ちに対して日本の再建に必要不可欠であるのは「国民 独立の気魄」を取 戻すことであると訴えた。 「気魄」は、柴田が掲げ、現在まで受け継がれている 士舘の教育理念を示す四徳目「誠意・勤労・見識・気魄」にも含まれている。緒方と柴田の二人の交流が継続された理由のひとつとして 「気魄」という言葉で象徴さ 価値観を共有していたことがあったのかも知れない。
1955 年 5月　国士舘再建感謝報告会
（国士舘史資料室所蔵）
